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（第3報）

・一 {試験開始後第2年目の経過報告一

青　　木 尊 重

Takashige　AoKi：　Tests　of　Working－systems　in　MA－DAKE

（Phyllostachys　reticulata　C．　Koch）　Bamboo　Stand．　（Part　3）

　　　　The　Report　for　the　Second　Year　of　this　Test

1　序　言

】1測定結果ならびに考察

　1）発露ならびに薄弱発生経過

　i）全般的
　ii）作業種別

目

2）作業種別の直径階別四竹：本数分配状態

次

　3）作業種別の直径階押下竹の程長及び枝下高

　4）作業種別の1ケ年間（1954年）の成長量

　5）林分の恢復状況

皿　摘　要

　R6sum6

1　序 言

　本試験開始後第2年目の経過報告として本（1954）年発生成立した新竹について，各作

業種毎の　1）発筍ならびに薪竹発生経過　2う直径品別の新竹本数分配状態　3）直径

階別の程説及び枝下高　4）成長量等を比較検討すると同時に　5）各試験区それぞれに

ついて試験開始前の林況と現況とを対比せしめて現在までの恢復状態を考察して本稿を閉

じることとする．

　なお，発回数調査・成長量調査さらに測定数値の処理方法等については昨（1953）年採

用したと同じ要領によって行ったものである・

　本試験に対し終始御指導を賜った大野・井上両教授，加えて本試験に全面的御協力を戴

いた尭武時雄・安河内玲子の両氏ならびに種々便宜を計られた演習林職員各位に誌上をか

りて深く感謝の意を表するものである．

皿　測定結果ならびに考察

　1）発筍ならびに新竹発生経過

　i）総体的な発筍ならびに演戯発生経過

　本年の発筍経過ならびにそのうちで新竹となりえたものの発筍経過は第1図の通りで，

V月25日頃発筍を開始しvr月上旬に最盛期に達し一昨年は三月4日頃発筍を開始しW月

中旬が最：盛期であった一Vl　H申旬に発筍を終了し，かつ発筍総本数は615本／2ユ90m2で
昨年の34・8本／2・9・M2と比轍凶作であったカ㍉ただ新竹歩止り（薪竹数

ｭ筍数）は84・・％

で昨年の78．0％よりはやや高い結果となっている．
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　　　　　　　第1図　発筍ならびに新婦発生曲線
Fig．1．　The　tendency　of　sprout．ing　classified　by’bambod　shoot　and　new　bamboe　stalk
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第2図　直径階別新竹発生曲線
The　tendency　of　sprouting　classified　by　diameter．
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第1表直径階別の新竹発生の開始期・最盛期・終了期一覧表

　Table　1，　The　tendency　of　sprouting　of　barnboo
　　shoots　classified　by　start，　rrraximum　and　last
　　by　diameter．

D．B．H

　cm

2
3
4
凸
5
6
7

　　start
開　始　期
monthJヨdate日

V　30

v　so

V　25

V　25

V　30

sw　9

　興axlmum
最　盛　期
month月date日

4
4
9
4
「
4
9

2
　
1H
W
W
W
町
W

　　last
終　了　期
rnonth．月date日

V肛　14

V皿　14

V［　24

V［　．14

皿　14

斑　　9

　次に直径階別の薪竹発生経過

をみると，第2図の通りとなり，

さらに直径階別の薪竹発生の開

始期・最：盛期・終了期は第1表

の通りとなって直径階の大きい

もの程最盛期・終了期に達する

時期が早くかつその発筍期間も

短く昨年の場合とほぼ同じよう

な傾向を示している．

　ii）作業種別の発筍ならびに

丁丁発生経過

　A）その発筍経過

　これは第2表によって明らかな通り，各作業種共に発筍傾向はほぼ同じような経過を辿

りさほど著しい相異は認められないが，ただ〔B〕及び〔：F〕の両作業種の堅甲の開始期

及び最盛期に達する時期がその他の作業種のそれよりも若干ずれて遅れていることだけで

ある．これは発筍直前の　1Plot当り立竹本数において〔B〕及び〔F〕作業種：の試験区

の方が他の作業種の試験区のものよりも1plot当りの立竹本数が多かったためであろう．

　B）その新竹発生経過

　a）作業種別薪竹発生経過

　上述のA）項とほぼ同じような傾向を示している．

　b）作業種別直径階別新竹発生経過

　前述のi）項の場合とほぼ同様の傾向を示している．

　　　　　　　　　第2表　作業種別の記紀経過一回忌
　Table　2．　The　tendency　of　sprouting　of　bamboo　shoots　classified　by　working　systems
　　　　　　　　　　　　　　by　Block　by　plot　by　date

w．　s．

CA）

CB）

plot

・｛倉

J
Q
R

　
｛

五
　
皿

25／　V

1

1

30／V

2
13
－
つ
」

4M

4

8

2
1

gM

n
δ
5

－
↓
－

14／W

2
55

2

19．　／va

5
2

（
Q
－

24／M

1
42
1

29パ1

1

4／皿

1

9／v皿

Total（500m2）
21　io　1　is　1　io　1　i4　［　ii　l　s　l　i 1

工停

I　　K

皿｛9

Total（500m2）　i

3

5

s　j　is　1　22

2
26

r
D
q
り

1

3

1
1

3
1
幽
1

3

1

3

1

1

1

1

1s　161sls1211
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w，s． plot

（C）

C
G
「
H

も一
　
　
¶
皿

T
U

｛皿

25／V

1

1

30／V

3

6
6

4壇

15
R

1

O
O
1

1
ー
ム

9／班

5
4
轟

1
2

1
¶
巳
嶋

14／W

7
‘
〆
◎

2

9
8

19／皿

2

4
1

24／U

5

1

2
6
Q

29／W

1

T…1（…m・）1・i151・3．13213・レ［111

CD） D
I
S

1
∬
皿

1

1

1

8

7

2

11

8

20

12

3

23

7

2

18i

5

2

8

3

3

6

1

1

1

4／皿

2

9ノ田

1

4 1

1

1

1

1

Total　（300m2）1　3　1　i7　1　3g　1　3s　1　27　L－s　1　i2”t　1　2　1　2

（E）

　L　”一M

（1）残5m巾

（2）伐5m巾

（3）残5m巾

（4）伐4m巾

（5）残4m巾

（6）伐2m巾

（7）残2m巾

1

2

1

1

1

1

－
（
∠

6

3

1

4

2

4
占
6
0
－
ゐ
6
◎

8
22

2　1　1

2

2

2　］　3

4　1　1

3　1　1

1

1

1

1
32

1

1

1

1

1

1

1

伽1（270m2）」 3 1・ 19 128 15 7 ｝9 1・ 1
N 一一一一一 一一一

一

（1）残2血巾 1 1 1 2 1

（2）伐2m巾 1

〔F〕 （3）残4m巾 1 4’ 2 2 1

（萄伐4m巾 1 4 5 4 1

Totai　q20m2）1 12　L，　［g．U，　lyl　z2

Remark＝残＝・　leaving，伐＝cutting

　2）作業種別直径階別新竹（1954年生）本数分配

　これは第4表①及び第4表②によって明らかな通り，1954年生竹の直径階別本数分配関

係における下作業種それぞれの相異・特徴がよくあらわれている・すなわち，

　0本数的には昨年の揚合と同じように伐採率の高いもの程白竹数も多く発生成立してい

　　る．

　○平均胸高直径値も昨年の場合と同じように伐採率の高いもの程小さい値を示している

　　が，本年はある程度蕨復してきて作業種を異にすることによる差も昨年程の著しい較

　　差を生じてはいない。
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　　　　　　　　　　　　　　第3表　　作業種別直径階下の萩竹発生経過一覧表

Table．　3．　The　tendency　of　sprouting　of　new　bamboo　stalk　classified　by’ 翌盾窒汲奄獅

　　　　　　　　　systems　by　d／iameter　by　date，

4，　［s，　（lel　t／

30 4 9 14 19 24 29 4 9 14

CA）

2
ハ
6
4
5
6
7
8

1

2
2
2
3

一
り
1
5

2
1
◎
－
1

6
4
ム
ー

り
σ
4
3

ド
0
2

1

1

11

ユ7

23

11

1

　Total
Ksoom2）

1 9 13 10 11 10 7 1 1 63

1

一

2 6 2 1 2 9

3 2 5 11 10 3 2 2 2 2 39

4 4 ．9 6 3 2 24

〔B〕 5 2 3 5 1 10

6 1 1

7

8

　Total
l（soo　m2）

8 17 2．2 14 5 8 4 3 4 85

（C）

2
3
4
5
6
．
7
8

1
1

5
4
‘
2

1
1
6
1
7
4

1

11

20

3
1
6
5
1

1
2

5
r
◎

1

3
1

1
ー
工
－
吋
1
7
4
H
1

1
5
4
7
4
1

　Tota1
q500n12）

2 11 38 32 25 3 10 1 4 1 2 129

2 3 3 6． 5 17 1 1 26

3 2 11 13 9 7 4 1 1 2 50

4 1 2 13 12 5 1 34

〔D〕 5 1 9 4 3 17

6 2 2 4

7
6
8Total
（300m2）

2 15 33 31 20 13 11 1 2 3 131
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Plot

or
w．s．

（Et）

　＠
　＠
　＠
　＠
leaving

（E2）

　＠
　＠
　＠
cutting

（Fr）

　＠

　＠
leaving

（F2）

　＠

　＠

cutting

X　date

a試．・・

2
3
4
5
6
7
8

Total
（160　m2）

2
3
4
5
6
7
‘
8

Total
（110　m．o　）

2
3
4
胴
5
6
7
・
8

Total
（60m2）

2
3
4
幽
5
6
7
8

Total
（60m2）

vlv1剰司wl司三三vai孤1．vr
30　14　1．6　i　14　1　lg　i　24　1　2g　1　4ig

1

1

1
ー
ユ

2

1
1

2

2
2

4

1

1

1

1

（
∠
6
2

10

F
D
－

6

2

2

3
1

il，

ツ
∠
じ
」
ー
ム
ー

14

∩
δ
5
3
層

ユ1

2
2

4

1
4
み

6
2

8

4

4

－
て
⊥

2

6

5　ii　6

1

1

2
1
1

4

ら
Q
－

4

1

1

2

2

1
1
1
⊥

3

1
1
1
興

2

2

2

－
一
胃
－
↓

2

1

ユ

i　，1

1

1

1

14

幽Tota1

3
1
8
1
6
3
1
41

　
O
A
）
1
1

5

　
i
⊥
1
1

37

凸
φ
9
4
一

16

∩
6
0
Q
－
凸

17

　次に第4表①・③を用いて，〔A〕・〔B〕・〔C〕・〔D〕の4作業種間の1000　mL’当りの

本数・束数・桿実材積合計値について一〔A〕作業種の数値を1．0とした場合の〔B〕・

〔C〕・〔D〕の3作業種に対する一比率をみると，第4表④の通りとなる．



99

　　　　　　　　　第4表①　作業種別直径階別の薪竹本数分三一慌表
Tabl／e．　4．　CD　The　distribution　of　number　of　new　bamboo　stalks　classified　by　diameter

　　by　working　systems

w．s． Block　plot

CA）

1（

皿｛

A
B
J
Q
R

CB）

To七a1
　　〈．LEgt9！pl！一；Om2）

1（

目

皿｛

E
F
K
O
P

b一　7B　．　H
（cm）

2

5
3
2
1
11

3
21
4
凸
1

3

r
O
6
1

2
317

3
361
◎
！
8

4 5 6 7　ITota1

3
6
5
5
4
凸

ー
ム
　
8
　
1
1

1 （
0
7
6

1
一
工
　
噌
－
剛

9
823 11 11　63

4
1
　
63
1
0

1
1
　
6
一
2 1

11

V
2
9
1
6
鎗

　　　　　　一．sot､5。。m・）レー39 24 10 1 85

〔C〕

・｛8■　　　H

M｛告
5
1
6
5

12

S
2
2
4
1
5

　　　一

V
7
2
1
6
1
5

4
1
1
1

1

28
P2

V
4
6
3
6

Tota1
@　　（500m2）

17 56 48 7 1 129

〔D〕

I　　　D

ﾜ　　　1

M　　　S

8
1
1
7

　　一
P2

R
3
5

　　一

X
6
1
9

一　一一一

@6
@101

@　1

1
3

36

Q3

V2

Tota1
@　　（300m2）

26 50 34 17 4 131

CE）

巾
巾
巾
巾
巾
巾
巾

　
加
m
m
m
m
m
m

　
　
　
　
　
2
2

　
ド
D
　
5
　
4
ム
　
4

ら
耀
伐
残
伐
残
土
残

L
）
）
）
）
）
）
）

1
　
2
3
4
5
　
6
7

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
！
一
￥
　
（

1
2

2
1
1
1

2
1
4
8
9
1
一
3

3
3
4
4
，
6
3
3

5
2
3
1
（
φ

1

1

7
1
1
1
0
1
8
1
7
8
7

　　　　Total
残i計（3）十〈5）十（7）＝11m巾

伐計（2）十（4）十（6＞二11阻巾

9
2
．
6

7
‘
6

　
　
9

2
1
4
6
3
0

2
．
1
1

14

R
1
1

2

1

n
◎
4
7
‘

一
1
3
3

（F）

　
巾
巾
巾
巾

　
m
m
皿
m

　
　
り
　
つ
の
　
ハ
　
い

N
残
伐
治
伐

　
）
）
）
）

　
1
2
3
4
一

　
（
（
（
（

1

2
3
2
6
6

1

（
δ
8

1

5
2
・
1
1
1
5

　　　　Total　’

残計（1）十（3）二6m巾
伐計（2）十（4）＝＝　6rn巾

6
◎
3

17

X
8

12

S
8

1

1

3
6
7
‘

Q
U
噌
⊥
－

Remark：残＝1eaving，伐＝・cutting

，
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Table　4．　＠

　　1第4表②　　作業種別直径階高の晶晶本数順位表

The　ranking　table　of　number　of　new　bamboos　classified　by　diameter

by　working　systems

D．B．H　　　　①直径階間本数順位表
（cm）1［　Ml　he　ranking　of　number　of　new
　　　　bamboo＄　classified　within　diameter
　　　　by　working－systems

　　　②　作業種間本数順位
The　ranking　of　number　of　new
barnboos　classified　within　working－

syst／ems　by　diameter　11　Tota1

2 3 4 5 6 7 2 3 ilr 5 6 7
w，s．

CA）

CB）

cc）

CD）

3

3

3

3

2

1

1

1

1

2

2

2

3

4

4

4

6

5

5

5

5

6

6

6

3

3

2

1

ag，

3

2

1

4

3

2

1

．
2

3

4

1

，1，

2

2

－
．

1 4

3

2

1

」 」 1

（1） 4 1 2 3 5 2 1 1 2 2 2
〔E〕

（2） 4 3 2 1 5 1 2 2 1 1 1

（1） 3 1 2 4 1 1 2 2
1

2
〔F〕

（2） 4 1 1 3　　1 2 2 1 1 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　第4表③　　作業種別直径二二の束数一・覧表

Table．4．③　The　factors　relating　to　the　number（f）and　SOKU（S）of　new　bamboo
　　　　　　stalks　classified　by　working　systeエns　by　diameter（1000m2）

D．　B．　H．

（cm）

CA）

’CB）

（C）

（D）

本数（f）
束数（s）

本数（ノ）

束数（s）

本数（！）

束数（s）

本数（ノ）
丁数・（s）

2

22

iO．25

22

0．25

34

0．43

　
0
9

87

k

3

　
8
5

34

ｿ

　
9
5

78

k

112

2．80

167

4．17

4

46

2．，30

48

2．40　，

96

4，80

113

5．65

5

22

2．20

　
0

2・

Q。

　
0
　
4
4
L

1

57

5．70

6

2

0．33

　
3
2
α

、
ツ
・

　
1

13

7

2

0．50

Tota1

126

6．1

170

6．9

258

　9．8

437

18．8

万

（cm）

3．6

3．5

3．4

3．4

　　第4表④　　作業種別の本数比・束数比。程実材積合計比一覧表

Table　4．　＠　The　raitos　relating　to　the　number　（on）．SOKU　（B）　and

　　　　　　actual　volume　（r）　of　new　bamboos　by　working　systems

要　　因　　別　Factor 本数比　（os）．
窒≠狽奄潤@of　number

二二比　（β）ratio　of　SOKU 桿実材積合計値比　（γ）ratio　of　actual　volume

（B）fCA）

〔C〕ノ〔A〕

CD）／（A），

1．4

2．0

3．5．
2
7
2

1
1
3

12
1．7

，3，0
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　而して，αの値に対するβの値に相違を来たしているのは上述のように，すな：わち各作

業種聞の平均胸高直径値の差異に起因するものであり，またαの値に対するγの値の場合

は更に次の3）項において証明されるところ．の的野の差異による影響に起因するものであ

ろう．

　3）作業種別の程長及び枝下高（1954年生竹）

　作業種を異にすることにより，国作業種それぞれの薪竹（1954年生竹）の桿聞及び枝下

高の上に如何なる差異を生じたかを知るために，昨年測定処理した：方法を本年も採用して

Block別に作業種毎の直径一別桿長曲i線及び枝下高曲線を画いた．（第5表①・②・③）

　これよりBlock別に各作業種間の直径階別の稗長及び枝下高の順位表（as　5表④）を作

ると，〔A〕・〔B〕・〔C〕・〔D〕の4作業種間においては，桿長（H）では概ね〔A〕＝1

位・〔B〕＝2位・〔C〕＝3位・〔D〕＝4位のll頃となり，また枝下高（のでは概iね〔A〕＝

4位・〔B〕＝3位・〔C〕＝2位。〔D〕＝1位となる．而して，（功は林分平均胸高直径

の大小に，また（h）は1953年生竹の本数の寡雨に影響されるのではないかとも推察さ

れる．

　更にまた，〔E〕及び〔：F〕の（1）（保晶帯）と（2）（伐採帯）においては（耳）なら

びに（の共に（1）の方が（2）よりも高いようである．

第5表①　作業種別直径階別の群竹の程長及び枝下高曲線一覧表

Block　I　YSTorking－
　　　　　　　　　plot
　　　Systems　1’

length　・of　stalk　（H）

（m）

height　below　the　branch　（h）

　　　　　　　　　　　　（m）

H＝a十bD Il h＝　a’　十b’D

〔A〕 A・B 0．53082十2．30959D 1．39277十〇．58594Z）

1
〔B〕 E・F 1．44072十2．12002Z） L53ユ30十1．44690P

〔C〕 C・G L80850十1．80527D 2，88759十α22144P

〔D〕 D 1．33243十L83191D 0．85883十〇．81435D

l
l

CA）

（B）

cc）

（D）

J
K
H
I

4．55486十1。418931）

3．73238十1．64445D

3．51313十1．44070D

3．91475十1．357501）

0。75218十L16444Z）

O．18605十1．13798D

O．87877十1．37300D

O，74419十〇，98142D

皿

（A）

CB）
，c　c）

CD）

R
P
U

●
　
●
　
。
S

Q
O
T

4．80727十1．18352D

4．89712十1，13741D

3．43709十1．51928D

3，58648十1．37319D

1．95992十〇．575061）

O．75401十〇．88523D

2．54131十〇．34959D

1．27818十〇．78482D

「
」
「
J

1
　
2
E
E

〔
〔

3，51137十1．59008D

3．42796十1，60359i）

O．7594371－O．93852D

1．13330十〇．89849D

（Fi）

（F2）

1．97389十2．1．4655D

3，16870十1．37293D

2，09971十〇，59106D

O．99591十〇．94746Z）
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　　　　　第5表④　　作業種間直径判別の新竹の程長及び枝下高の順位表

’Table　5．　＠　The　ranking　table　of　the　length　of　stalk　and　the　height　belo／w　the

　　branch　of　new　bamboos　classified　within　working－systerns　by　diameter　by　Block

Block

1

五

皿

　む　の

king

sys－
tems

（A）

（B）

cc）
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　4）作業種別の1ケ年間（1954年生竹）の成長量

　昨年と同じように，作業種別の1ケ年間の成長量一1954年生竹の成長量一一一tzeついて

測定した数値を一覧表にしたものが第6表①で，これを作業種間一〔A〕：〔B〕：CC〕：

〔D〕，〔Ei〕：〔E2⊃，〔Ft〕＝〔F2〕一において比較し順位表にしたものが第6表②であ

る．次に各作業種聞一〔A〕：〔B〕：〔C〕：〔D〕一の平均1　plot（100　m2）当りの1ケ

年間（1954年）の成長量について有意差の検定を試みたところ第7表のようになつた・．

これより本（1954）年の特徴としては次のことがあげられる・すなわち，

i）〔A〕：〔B〕：〔C〕：〔D〕の4作業種間において，本（1954）年発生成立した薪竹

の本数関係ならびに平均胸高直径及び平均胸高断面積については昨年のそれとほぼ同じよ

うな傾向を示して〔A〕：〔B〕：〔C〕：〔D〕の順となつているが，単位面積当りの胸高

断面積合計・桿実材積合計・稗容積合計・桿表面積合計・束数等は昨年のそれとは全く逆

の現象を示し（第6表①及び②）で〔D〕：〔C〕：〔B〕：〔A〕の順となり，第7表によ『
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Tahle　6．　CD

　第6表①　　作業種別の1954年の成長量一覧表

The　factors　relating　to　the　volurne　of　new　bamboo　stalks　classified

by　vvorking－systems

1000m2．皿五1factorsw．s．

＠

　8

3．64，

10．411

83．291

20450

49410

61200

0
　16

　　4．19

13．806

220．8941・

　53190

143460

155360

To七a1

　63

　　3．63

　10．365

653．014

152860

386330

455850

126

1306．028

305720

772660

911700

（A） 連年択伐

本数
平直
平断
　断

材

　容

　表

＠・

13

2．83

6278

81．611

16640

38160

55120

＠

1ア

　3．67

10．590

180．037

40230

100880

1165ン0

＠

9

3．51

9．6871・

87．181

22550

54420

67600

＠

11

3．31

8．582

94．403

21470

51490

64900

＠

　28

　　3．35

　　8．827

247．153

　50180

工27260

162050

＠

　7

2．95

6，840

47．878

12230

29490

36730

＠

　16

　3．04

　7．255i

116．076

24890

　55200

87670

＠

　12

　3，70

10．7461’

128．947

25190

　667801

8，25　60

＠

　46

　3．21

　　8．111

373．1．14

　89020

205620

28e60

＠

　22

　　3．72

10．857

238．863

　56760

138890

167920

＠

36

　　3．33

　　8．723

314．028

　74950

175020

236060

・＠

　29

　　3a61

10．214

296．203

　74310

177510

2．23150

＠

　7

4，20

13．863

97．044

19610

50510

54990

Total

　85

　　3，45

　　9．334

793．423

189660

452580

580370

Total

　129

　　3．38

　　8．994

1160．286

258950

　625190

　819920

170

1586．846

379320

905160

1160740

358

2320．572

　517900

1250380

1639840

数
直
断

　
　
　
断
材
容
点

本
平
平

　
　
伐

　
　
択

　
　
年

　
　
隔

　
　
瑚

　
　
｛

cc） 1・2年子残存

本数
平直
平断
　断

　材

　容・

　表

⑪ ⑨ 1 ① TGta1

本数 36 72 23 131 437

平鹿 3．49 2．98 4．55 3♂44

〔D〕 1年子残存 未断 9575 6969 16246 9，314

断
材

344，687

V4990
糊l／

1

373，654

W4280

1220，126

Q73300

4067，087

X11000

容 186860 261390． 222360 670610 2235370

表 221840 377030 224560 823430 2744770

一 ．．

本　　　　数
平均．胸高直径
平均胸高断面積
胸高断面積合計

桿実材積合計
程容積合計
桿表面積含計

　　　　　　Remark　　　　　　　　　　残‘1eaving
　（f）二NUInber　　　　　　　　　　　　伐昌cutting
　（D一）　＝　Mean　of　Breast　Height　Diameter　（cm）

　（G）　＝　Mean　of　Basal－Area　（cm2）

　（G）　＝　Total　of　Basal－Area　（cm2）

（．4。の自Total　of　Actua1－Volume（c茸13）

　（V）　＝＝　Total　of　Volune　（cm3）

（S．A）　＝＝　T．　otal　of　Surface－Area　（crn“V）
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聡　p1・・fa呈6rs（1）残・m

　　　　　　本数
　　　　　　平筆
　　　　　　平断
〔E〕　　（L～M）　　断

　　　　　　　材
　　　　　　　容
　　　　　　　表

7

4．08

13．051

91．355

18740

47030

54020

（2）伐5m（3）残5m （4）伐4m（5）残4m（6）伐2皿（7）残2m　Tota1

11　1　10　1　18
3．97　1　392　1　3．68

12．3821　12．0801　10．649

136．2031　120．8011　191．6841　157．608

359501　264001　46470

907501　645001　114500

999301　77980［　135900

17　1　8
3．44　1　4．12

9，2711　13．324

　　　106，594

35860］　25480

840601　63840

1125701　71620

7　1　78
3．52　1　3．77

9．7251　11．184

68，0781　872，323

138201　202720

318901　496570

442401　596260

（1）残・m（・）伐・m（3）残・m1（・）伐・mT…1〔（1）撃（3）〕〔（、）隼（、）〕

磯
子
断
革
嚢

αり的

5

3．04

7．235

36．176

8250

18420

27630

2

2．70

5．726

11．452

2600

5760

9160

11　1　15　1　33　1　16　1　17
2．30　1　3．69　1　3，42　1　3．22　1　3，59

8．5611　10．7191　9．1691　8．147　1　10．131

94．1701　160．7791　302．5831　130．3521　172．231

184801　284401　577701　267301　31・040

421801　680021　1343601　606001　73760

592501　888401　1848801　868801　98000

（1）残5m（2）伐5m（3）残5m（4）伐4m（5）残i4m（6）伐2m（7）残2m

本数 140 220 200 450 425 500 350 326

平直 4．08 3．97 3．92 3．68 3．44 4．12 3．52 3．77

（レーM）
：同断 13，051 12，382 12，080 10，649 9，271 ユ3，324 9，725 11，184

〔E〕 断 1827，100 2724，Q60 2416，020 1792，100 3940，200 5329，700 3403．9∞ 3492，154
1000m2

材 374800 719000 52．8000 1161750 896500 1274000 6910QO 806436

容 940600 1815000 1290000 2862500 2101500 3192000 1594500 1972300

表 1080400 1998600 15596∞
3
3
9
7
5
0
0
［

2814250 3581000 221200Q 2382052

c（i）iiE（3））k（2）“（4））1　Totai

（F）

（N）

1000m2

本数　　　266　　　　284　　　　275

平直　　3．23　　3．58　　3．42

平断　　8。171　1α107．　9．169

断　　　2172．5332870．5172521。525

材445500517333481417．
容　　　1010000　1229333　1119667

表　　　1448000　1633333　1540667

って明らかな通り作業種〔D〕の平均ユplot（100　mz）の本（1954）年の成長量と作業種：

〔A〕及び作業種〔B〕のそれとの間には有意の差を見出しうる程の著しい較差を生じて

いる．然しながら，このことは本（1954）年は全般的には凶作のため成長量も少く，ただ

伐採率の高い伐採面は凶作の：影響をさしてうけなかったものとみなしうるのではあるまい

か．

　ii）、〔E〕及び〔F〕の両作業種共に保残帯林分（〔E　1〕及び〔：F1〕）の成長量よりも



IQ7

伐採帯林分（〔E2〕及び〔：F，〕）の成長量の方が一下因子共に一本（1954）年は大き

な値を示して昨年とは全く逆の現象を来たしている．

　　　　第6表②　　作業種別の1954年生竹の成長量の順位表

Table　6＠　The　ranking　table　of　the　factors　relating　to　the　volume　of　new

　bamboo　stalks　classified　by　working　syste血s

作業種 CE） CF）
CA）　1　CB）　1　（C）　1　（D）

要　因 （i）　1　（2）　U　（i）　1　（2）

本　　　　　　　数 4 3 2 1 2 1 2 1

平均胸高直径 1 2 3 4 2 1 2 1

平均胸高断面積 1 2 3 4 2 1 2 1

胸高断面積合計 4 3 2 1 2 1 2 1

桿実材積合計
　
4
．

3 2 1 2 1 2 1

桿　容　積　合　計 4 3 2 1 2 1　． 2 1

桿表面積合計 4 3 2 1 2 1 2 1

束　　数　　合　　計
4
、 3 2 1 2 1 2 1

．一

Table　7

Factors

Total　of　Basal　Area

　　（G）

Actual　Volume

　（A・V）

Volume

（の

Surface　Area

　（S・A）

Be・tween　Working　Systems
　　　（F＝3．34）

　　　　F　〈　Fo　＝　5．84

（A）：（D），　5．99　〈　Fo　＝＝　27．76

〔B〕：〔D〕，5．99　く　：Fo　＝　12・02

※
※
※

　　　　F　〈　Fo　＝＝’　4i33

〔A〕：〔D〕，5．99　く　Fo　＝＝22・50

（B）：CD），　s．99　〈　Fo　＝＝　8．75

※
※

　　　　F　　く　　Fo　＝　　4．75

〔A〕：〔D〕，5．99　く　Fo　＝22，73

（B）：（D），　5．99　〈　Fe　＝　10．22

※
※
※

　　　　FくFo＝3。85
〔A〕：〔D〕，5．99　く　Fo　＝16・17

CB）：（D），　599　〈　Fo　＝　7．08

※
※
※
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　5）族復状　況
1954年生竹成立直後すなわち本試験開始後2ケ年経過した時点の各作業種別の各plot毎

の林況は第8表の通りである．本四を用いて各作業種別に各Plot毎の各要因一①本数・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伐採量

の3作業種間では昨年の場合と同様に〔D〕・〔C〕・〔B〕の順に伐採率に対する恢復

率の1頂位が落ちておって結局伐採率の高い伐採面程沢山の頓興が発生成立して本数上

からの恢復も早く，またこの3作業種共に伐採率に対する恢復率曲線は概ねハイ・パ

ラボラ・カーブをなしていて同一作業月内では伐採率の高いPlot程恢復率は低いこ

とが明らかとなった．然しながら，

第3図①　 本数　（／）
　　　Fig．3＠　Number
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第3図③　程実材積合計（A・V）　　　　　第3図②　胸高断面積合計（G）

Fig．3＠　Actual　Volume　Fig　3＠Tetal　of　Basal　Area　of　Brest　Height
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○　胸高断面積合計においては，本数の場合程の著しい較差は認められないが，大体の

　傾向としては同一作業種内では伐採率に対する恢復率曲線は概ねハイ・パラボラ・カ

　　ーブをなして低くなっている．今，作業種：〔A〕を除いた他の3作業種についてDe－

　mingの最小自乗法：解によって，これを曲線式化すると第4図②の通りとなる・

○　桿実材合計においても，上述の場合とほぼ同様の傾向を示しており，これを曲線式

　化したものが第4図③である．

○　平均胸高直径においては，伐採率の高い伐採面程伐採前の林分平均胸高直径よりも

　小径となっているが，ユ954年生竹のそれは1953年生竹のそれよりも上向いていて漸次

　　恢復のきざしをみせている．

　なお，参考までに①本数と③胸高断面積合計と④桿実材積合計の3者相互間の関係を知

るために，第3図及び第4図を用いて伐採率に対する恢復率の一覧表を作ると第9表の通

りとなる．

’皿　摘 要

　本．（1954）年発生成立した新竹について，昨年と同’じ要領で測定・処理して一応次のよ

うな結果をえた．すなわち，

　1．本（1954）年における発語ならびに新旭発生経過については第1図及び第2図に示

す通りであり，また直径細別の新竹発生の開始期・最盛期・終了期については第1表に示

す通りである．次に本年の作業種毎の発筍経過については第2表に示す通りであり，また

作業種毎の薪竹発生経過は第3表に示す通りである．
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　　　　第9表　各要因別作業種別の伐採率に対する候復xK一一覧表
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本 数 胸高断面積合計 桿実材積合計

A国c1D『豊線AIB団D捜線AIB（clD酸線
40 160 113 85 91 113 83 99

50 85 ユ08 95 64 95 84 95 62 82 76

60 140 63 92 79 53 79 62 79 43 62 60
1

70 126 50 120 80 50 45 50 54 50 30 42 50

80 110 48 70 30 48 42
一

90 100 63 58 42 50 37

100 58 40 38 33 33

一一 一

　2．作業種別直径階別の噺竹（1954年生竹）の本数分配状態は第4表に示す通りである．

　3．Block別の作業種毎の薪竹の桿長及び枝下高については第5表に示す通りである．

　4．作業種別の本（1954）年1ケ年間の成長量については第6表に示す通りである．

　5．本（1954）年の林況は第8表に示す通りであり，1Plot当りの本数・胸高断面積合

計・稗実材積合計の3者相：互間における伐採率に対する族復率の関係は第9表に示す通り

である．
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Resurne

　　　This　report　for　the　2nd　year　of　this　test　is　’made　on　the　results　of　t．　he

measurements　of　（1）　the　number　of　new　bamboos，　（2）　the　distribution　of

number　of　bamboos　classified　by　diameter，　（3・）／　the　length　of　stalk　and　the

height　below　the　branch，　and　（4）　the　actual　volume　（A．V），　the　volume（V），　the

surface　area　（S．A）　and　the　number　of　SOKU　（S）　as　factors　relating　to　the

quantitative　expression　of　productivity，　of　various　working　Systems，　CA）　annua．1

selective　cutting，　CB）　alternate　year　selective　cutting，．　（C）　sporadic　cutting

leaving　both　lst　and　2nd　year　bamboos，　and　（D）　sporadic　cutting　leaving　lst

year　bamboos，　with　the　new　bamboos　that　＄porouted　in　the　present　year．

　　　1．　The　tendency　of　sporouting　classified　by　working　systems　is　given　in

Fig．　2　and　3．

　　　II．　The　distribution　of　number　of　bamboos　classified　by　diameter　by

working　systems　is　given　in　Table　4．

　　　III．　The　length　of　stalk　and　th．　e　height　below　the　branch　classified　by

diameter　by　working　systems　are　given　in　Table　5．

　　　IV．　The　facters　relat’ing　to　the　volume　of　new　bamboe　sta．　lks　classified

by　working　systems　is　given　in　Table　6．


